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平
曲
譜
本
と
付
属
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

奥

村

三

雄

.

平
曲
譜
本
と
付
属
語
ア
ク
セ
ン
ト

平
曲

の
旋

律

と
ア
ク

セ

ン
ト
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

「
前

田
流
平
曲

メ

ロ
デ

ィ
に

つ
い
て
」

(

『
日
本

文
学
研

究
』

31

)

・

「平
曲

の
音
声

(

上

・
下

)
」

(
『
日
本

音
声

学
会
会

報
』

99

・
皿
)

・

『
四
座
講

式

の
研

究

』

(
昭

39
三
省

堂

)

・

『国

語

ア
ク

セ

ン
ト

の
史

的
研

究
』

(
昭

49
塙

書

房

)
等

々
、
金

田

一
春
彦

氏

の
考

察

が
あ

る
し

、
又
、

『
国
語

と
国

文

学
』

49
巻

10
号

や

『
文

学
研

究
』

69
集

・
72
集

等

の
拙
稿

も
、
数

種

の
譜

本

類

を
中
心

に

こ

の
問

題
を

究

め
よ
う

と
し

た
も

の

で
あ

る
。

し

か
し

、

当

面

の
課

題
た

る
付
属

語

の
ア
ク

セ

ン
ト

に

つ
い
て
は
、

尚
未
詳

の
点

が

多

か

っ
た
。

も

と
も

と
顕

在
的

な

ア
ク

セ

ン
ト

は
、

一
般

に
単
語

よ

り
も
文

節
を
単

位

と
す

べ
き

も
.の
。

付

属
語

ア
ク

セ

ン
ト

に
関

し

て
は
、

付
属
語

そ

れ
自

体

の
型

も
さ

る
事
な

が

ら
、
自

立
語

ア
ク

セ

ン
ト
と

の
接
続

関
係

が
特

に

複

雑
な

の
で
あ

る
。

か

っ
て
私
は

、
か

か
る
観

点

か
ら
し

て
、
現

代
京

都
語

の
付
属

語

ア
ク

セ

ン
ト
を

、
東
京

語

の
そ

れ
と
比

較
し

つ
つ
考

察
し

た

(
『
国
語

国
文

』

25
巻

9
号

の
拙
稿

そ

の
他

)
事

が
あ

る
。

一
方
、

金

田

一
春
彦

氏

(

『
四

座

講
式

の
研

究
』

)
は

、
中

世

初
期
頃

の
付

属
語

ア

ク

セ

ン
ト
を

明

ら
か

に
さ
れ

た

の
で
あ

る
が

、
そ

れ
は
、
現

代
語

ア

ク

セ

ン
ト

と
は
余

り

に
も

か
け
離

れ
た

も

の
で
あ

り
、
そ

の
歴
史

的
変

遷

の
あ

と
を
想

定
す

る
事

は

難

し

い
状
態

に
あ

っ
た
。

本
稿

で

は
、
平
曲

譜
本

資
料

に
そ

の
仲

介
的

な

意
義

を

認

め
、
複
雑

な

こ

の
問

題

に
関

す

る
研
究

の
緒

を

見
出

だ
そ
う

と

す

る
。
例
え

ば
、

《
現

代
京

都
語

に
お

け

る

低
起

式
動

詞
取

ル
類

は
、

接

尾

辞

的
な

付
属

語

ス
や

レ

ル
の
類

が
付

く
場
合

に
限

っ
て
、
●

●
・

(趣
フ
)

・
●
●
・
●

(取
ラ
レ
ル
)
の
如
き
高
起
式
を
と
る
翫

駄
販

娘

○○
○・
○○
・○
轟

齪
鵡
低
》
が
、

こ
の
現
象

も
、

(
付
属

語

ス

・
ル

の
類

が
平
曲

譜
本

に
お

い

て
、
動

詞

の
L
形

(
下
記
第

六
項

)
接

続

で
あ

る
》

事

に
よ

り
、

は
じ

め

て
そ

の

歴

史
的

説

明

の
緒

を

つ
か

み
得

る
。

つ
ま

り
、
取

ラ

ス
・取

ラ

ル

の
類

は
、

四
座
講

式
当
時

～
平

曲
譜
本

当
時

の
間

に
、
○
○

0
↓

●

○
○

の
変
化

を

遂

げ
、

三
拍

動
詞

二
類

に
準
ず

る
も

の
と

な

っ
た
。

而
し

て
、

三
拍
動

詞

二
類

は
、
平
曲

譜
本

当
時

以
降
、

三
拍
動

詞

一
類

(渡
ル
類

・

重
ヌ
類

)

と
合
併

し

て
し
ま

っ
た
為
、

取
ラ

ス

・
取

ラ

レ

ル
の
類

は

そ
れ

ぞ
れ

、
渡

ル
類

・
重

の

リ%二



ネ

ル
類

に
準

じ

て
高

平
調

を

と
る
様

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

そ
う

言

え
ば

、
平
曲

譜
本

の
類

は
、

《
質
量

と
も

に
極

め

て
豊

富

な
ア

ク

セ

ン
ト

資
料

で
あ

り
、
且

、
諸

語
形

を

い
ろ
ん
な

話
線
的

関
係

に
お

い

て
と
ら

え
得

る
》

と

い
う
様

な
意

味

か
ら
言

っ
て
も

、

こ

の
面

の
研

究

に

最

適

の
資

料

と
見
な

さ
れ

る
。

(注

)
本

稿

の
ア
ク

セ

ン
ト
表
示

に

お

い
て
、
●

・
○

・
0

・
Q
は

そ
れ

ぞ
れ

、
高
音

拍

・
低

音
拍

・
下
降
調

拍

・
上

昇
調

拍
を

示
す
。
又
、

「
高

平
調
」

と

は
高

く

平
ら
な

型
を

い
う
。
そ

の
他
も

こ
れ

に
準
ず

る
。

「
=

一

資

料

に

つ

い
て

資
料

と
し

て

の
平
曲

譜
本

類

や
作
業

の
方
法

手
続

き
等

に
関

し

て
は
、

概

ね
前
記

拙
稿

の
場
合

に
準
ず

る
。

つ
い
て
参

照

さ
れ

た

い
。

中

心
資

料

と
し

て
は
、
東

京
教

育
大

学
蔵

一
方
流

譜
本

(
略

称

「教

」
、

前

田

・
波
多

野

両
流

分
派

以
前

の
姿
を

示
す

と

い
わ
れ

る
。

白
声

の
曲

節

が

な
く
、

正
節
本

等

の
白

声
は
大

て

い
口
説

に
な

っ
て

い
る

)
を
と

り
上

げ

、
補
助

資
料

と
し

て
、

平
家

正
節

の
尾
崎

家
本

(
略
称

「
尾
」

、
原

本

と
伝

え
ら

れ

る
も

の
で
、

昭

49
年

大
学

堂
書
店

よ

り
影
印

刊
行

)
や

、
東

京
大

学
本

(
略

称

「東

」

、
岡

正
武
写

)
、

京
都
大

学
蔵

波
多
野

流
本

(

略

称

「
波

」
、
徳

川
末

期
写

)
そ

の
他

を
採

用
し

た
。

所

で
、

こ
れ
ら
譜
本

類

の
節

ハ
力

セ
は
も

と
も

と
音
楽
的

な
旋

律
を

示

す
も

の
。

ア
ク

セ

ン
ト
資

料
と
し

て
見

れ
ば

当
然

、
或
限

界
が
あ

る

は
ず

で
あ

る
。

こ
の
場
合

、

《
各

譜
本

の
表

記

が
そ
れ

ぞ
れ
、

ア
ク

セ

ン
ト

資

料

と
し

て

い
か
な
る
意

味

を
も

つ
か
》

と

い
う

事

は
、
各
譜

本
資

料

か
ら

の
帰

納

と
か
、
他

の
ア
ク

セ

ン
ト

資
料

と

の
比
較

と
か
、

い
ろ

ん
な
作

業

に
よ

っ
て
究

明
さ
れ

る
訳

で
あ

る
が
、

そ

の
辺

に

つ
き
詳
し

く

は
前
記

拙

稿

に
譲

る
。

さ

し
当

っ
て
、
本
稿

の
記
述

に
関
係
あ

る
部

分

だ
け
を

略
記

す

る
と
次

の
如

く

で
あ

る
。

正
節

本

の
白
声

(
略
称

「
白
」

)

・
口
説

(
略

称

「
ロ
」

)
に

お
け
る

「
上

」
や

「
コ

(
"
邑
髄
誹
禰
"
は
)
」
は
、

無
記

号
部

分

よ
り

高

い
音
を

示

す
。

本
稿

で
は
無

記

号
部

分
を

「
×
」

で
示
し

た
。

教
育

大

学
本

の

口
説

に

お
け
る

「
上
」

も
右

に
準

ず

る
。

「中

」

は
概

ね
右
記
の

「
コ
」
に
準
ず
る

(調
錆

ポ
「鉢

翫

器

建

ホ
、
)
が
、
た
だ
、

「
中
上

」

・

「中

中
上

」

の
類

は

そ
れ

ぞ
れ

、
○
●

型

・
○
○

・
型

を
示

す

様

で
あ

る
。

波
多

野

流
本

に
お
け

る

「
/
」

及
び

「
一
」

は

そ
れ
ぞ

れ
、

教
育
大

学

本

の

「
上
」

及

び

「
中

」

に
準
ず

る
。

本
稿

で
は
、
白

声

・
口
説

以
外

の
曲

節

を
殆

ん

ど
と
り
あ

げ

な

い
が
、

例

え

ば
、

正
節
本

に

お
け
る
指

声

の

「
上

上
中

」
表

記

(
●
・

○
型

)
、

強
下

ゲ

の

「
中

～
」
表
記

(・

○
型

)
、
拾

や

上
音

の

「
上

コ
ア
」
表

記

(
●
●

○
型

)
、

中
音

の

「

「
/

ろ
」
表
記

(
○
●

○
型

)
、
中

ユ
リ

の

「
/

X
」
表

記

(
●
・

型

〉
等

々
、
詳
細

に

つ

い
て
は

『
日
本
文

学
研

究
』

31
号
金

田

一
春
彦

氏
論

文
や

『
文
学

研
究

』

69
集

の
拙
稿
等

を
参

照
さ

れ

た

い
。

要

す

る

に
平
曲
譜

本
類

の
譜

記

は
、
白
声

や

口
説

の
部
分

を

は
じ

め
、

そ

の
他

の
諸
曲

節

も
含

め
て
概

ね
、
中

世
末

期

～
近

世
初

期
頃

の
京
都

ア

ク

セ

ン
ト

に
関
す

る
有
意

義
な

資
料

と
見

な
さ

れ
る

の

で
あ

る
。

ま

た
、
本

稿

で
は
参
考

の
為

、
中
古

ー
中

世
初

期
頃

の
ア
ク

セ

ン
ト

資

料

と
し

て
次

の
如

き
を

と
り
上

げ

た
が
、

こ
れ

ら

に

つ
い
て
も
詳

し

い
解

説

は
不

要

だ
ろ
う
。

類

聚
名
義

抄
諸

本

(
例

え
ば

「高

5

ウ
」

・

「観

僧

下
揃
」

と
あ

る

一89一



の
は

そ
れ

ぞ
れ
、

高

山
寺
本

及

び
観
智
院

本

の
頁
数

を
示
す

)
、

倶

舎

論
音

義

(
略
称

「
倶

」

、
旧
古

梓
堂

文
庫
本

で
、

鎌
倉
初

期
頃

の
ア

ク

セ

ン
ト
資

料

)
、

日
本
書

紀

古
写
本

(大

阪
毎

日
新

聞
社
複

製
本

「
岩
皇

」

・

「
前

雄
」

は

そ
れ
ぞ

れ
、
岩

崎
家

本
皇

極
紀

・
前

田
家
本

雄

略
紀

の
略
記

で
あ

る
)
、

古

今
集
寂

恵
本

(古

文
学

秘
籍
複

製
会

本

、

「
寂

榊
」

の
如

く
略

記
す

る

が
、
数
字

は
国

歌
大

観
番
号

を

示
す

)
、

古

今
訓

点
抄

(古

典
保

存
会
複

製
本

、

「抄

30

」

の
如

く

略
記
す

る
。

数

字

は
国
歌

大
観

番
号

)
、

四

座
講
式

諸
本

(
『
四
座

講
式

の
研
究

』

に
よ

る

)

尚

、

こ
れ

ら
参
考

文
献

で
も

、
声

調
表

記

の
な

い
場
合

は

「
×
」

で
示

し

た

が
、

X
印

の
意

味

は
平
曲
譜

本

の
そ

れ
と

異
る
。

例

え
ば

「
上

×
」

表
記

は

、
平
曲

譜
本

の
場

合
●

○
型

を
意

味
す

る

が
、
参
考

文
献

で
は
第

二

拍

の
高

低

が
不

明
と

い
う

わ
け

で
あ

る
。

二

付
属
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
分
類

か
く

し

て
私
は

、
主
要

な

付
属
語

の
中

、
平
曲

譜
本

類

で
は

っ
き

り
し

た
譜

記
例

の
存

す

る
も

の

に
関
し

、

《
自

立
語

ア
ク

セ

ン
ト
と

の
接
続

関

係

》
及

び
、

《
付
属

語

自
体

の
型
式

》

と

い
う

二
面

か
ら

検
討
を

加

え
て

み
た
結
果
、
下
記

(第
三
項
及

び
第
四
項
)
の
㌍

、
助
詞
を

茜

類

(雅
.驕

魏

羅
七
)
、
助
動

詞
を

一
九
類

(体
言
接
続
語
一
類
・

用
言
接
続
語
一
八
類
)
に
分
ち
得

た
わ

け

で
あ

る
.

こ
れ

で
付

属
語

が
網

羅

さ
れ

た
と

い
う

の

で
は
な

い
事
勿

論

で
あ

る

が
。

一一-

一

付
属
語
ア
ク
セ
ン
ト
分
類
の
問
題
点

魏

っ
て
こ

こ
で
、

ご
く
巨

視
的

な
観

点

か
ら
付
属

語

ア
ク

セ

ン
ト

を
考

え
る

と
、

一
お
う

次

の
様
な

分
類

が
可

能

と
な
る
。

(甲
)高
平
調

・
上
昇
調
の
後
で
高
く
付
く

(乙

)

〃

低
く
付
く

(甲
1
)下
降
調
の
後
で
高
く
付
く
ー
卓
立
式

(甲
H
)

11

低
く
付
く
ー
従
属
式

低
接
式

例

え

ば
、

下
記
第

三
項
所

掲
教

育
大

学
本

の
口
説

に
お
け

る
①

類

助
詞

の
例

「
も

の
が
ー
中

X
×
」
(
54

)と

、
②
類

助

詞

の
例

「
君

も
ー

中
中

×
」
(

39
)
と
は

、
共

に
○
型
表

記

で
あ

る
が

、
前
者

は
従
属

式

で
あ

り
後

者

は
低

接
式

と
見

な
さ

れ

る
。

而

し

て
そ

の
違

い
は
、

個

々

の
例

に
関
す

る
○
型

と

・
型

と

の
区
別

よ
り

も

、
重
要

な
意

味
を

も

つ
と
考

え
る

訳

で
あ

る
。

こ
の
場
合

、
従
属

式

と
低
接

式

と

の
区

別
を

、
従

属
式

と
卓

立
式

と

の

区

別
よ

り
重

視
し

た

の
は
、

つ
ま

り

《
実

際
問

題

と
し

て
、
前
者

の
区
別

が
概

ね
、

は

っ
き

り
し

た

(減
濾
殊
駅
姐
)
対

立

で
あ
る
の
に
対
し
、

後

者

は

し

ば
し

ば
場

面
的

な

(或
意
味
で
は

パ
ロ
ー
ル
的
な
)
対

立
と
見

ら

れ
る
》

か
ら

で
あ

る
。

或

い
は
、
卓

立
墾

と
す

べ
き
な

の
か
も

し
れ
な

い
。

尚

こ

の
立

場

に
お

い
て
、
例

え

ば
用
言

接
続

の

一
拍
助

詞

は
、
従

属
式

(⑨
類
の
テ
)
と

、
低
接

式

(⑱
噸
吻
餅
疑
⑬
纐
)
と

に
分

た

れ
る

わ
け

で
あ

る
が

、

し

か

し
、

こ
れ

は
あ
く

ま

で
巨
視
的

な

分
類

で
あ

る
。

少
し
掘

り

下
げ

て

見
た
場

合

、
動

詞

の
未

然

形

(
L

)
に

の
み
付

く

デ
と
、
已
然

形

(
I

)
に

も
付

き
得

る

バ
と

で
は
、
性

格

が
異
る
事

勿
論

で
あ
る
。

即

ち
、
動

詞

の

L
形

は
大

て

い
高

く

終
る
故

、
そ

れ

に
低
く
付

ぐ

語

は
積
極

的
な
低

接
式

と
見

な
さ

れ
る

が
、

I
形

は
す

べ
て
低

く
終

る
故

、
そ

れ

に
低

く

付
く

語

は
従
属

式

で
あ

る
か
も

し

れ
な

い
。

(
注

)
動

詞
活

用
形

ア
ク

セ

ン
ト

の
A

形

～
M
形

に

つ
い
て
は
下
記

第

六
項

を
参

照

の
事

。

三

助
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
ー
譜

記
例

一
覧

一90一



先
ず

助
詞

に

つ
い
て
考
え

よ
う

と
す

る
が
、

詳
し

い
考
察

の
手

順
は
あ

と

に
し
、

と
り
あ

え
ず

こ
こ
で
、
具

体
的

な
譜
記

例

に
よ

り
助
詞

ア
ク

セ

ン
ト

の
実
相

を

示
し

て
み
よ
う

。

ω

体

言
接

続

(
厳
密
に
は
体
言
に
も
接
続
し
得

る
と
い
う
意
味
。
以
下
同
様

)

一
拍
助

詞

①

格

助
詞

ガ

・
デ

・
ト

(共
に
の
意
)

二

マ

ヲ
や
係

助
詞

ハ
の
類

=
従
属

題

嚥勤浩
騒
霧
欝

饗
泌
難
鮎
懸
鞍
齢

す

る
場
合

や
用

言
接
続

形

な
ど

が
め

だ

つ
様

で
あ

る
。

働

●
型

表
記

妓
王

が
11
上

上
上

中

(
教

66
)

尼

に
ー-
中

上

上

(
教

93
)

怒

り
を

11
上

中
上

中

(
教

鵬
)

今

は
11
中

上
中

(教

騰

)

今

年

は
11

上

上
上
中

(
教

94

)

踏

む
に
11
上

中
上

(
教

34

)

来

る

を

11

×

×
上

(
尾

5
下

蹴
b

白
)

④

従
属

式

○
型
表

記

も

の
が
11

中

×

×

(
教

54
)

後

生

で

ー

中

×

×
×

(
教

83

)

秋

に
11

X
中

X

(教

89

)

扇
を

11
中
中

×
X

(
教

15

)

事

は
11
中

×
×

(
教

12

)

聞

き
し

が
1ー

コ
×
×

×

(東

4
上

㎜

ロ
)

浴

び
け

る
を

11
中
上

中

×

x

(
教

伽
)

申

す

は
11
中
中

×
×

(
教

伽

)

圃

例
外

的
な

低
接

式
○

型
表
記

父
を

ー
中

上

×

(
教

鵬

)

そ

れ
を

は
ー
上

上
中

×

(
教

m
)

見

し

に
ー

中
上

×

(
教

89
)

無

き

に
11

中
上

×

(
教

鵬
)

②

格
助
詞

ト

(
弓用
)
・
へ
や
係

助

詞

(
融
瀬
醐
細
る
)
力

・
ゾ

・
モ

の
類

=
低

接

式
○

型
。

つ
ま

り
、
ど
ん
な
語

の
あ

と

で
も
低

く
付

こ
う

と
す

る
。

例

外

と
し

て
、
他

の
語

(普
通
は

付
属
語
)
を
下
接

さ

せ
る
よ
う

な

場
合

は
、
従

属

式

●
型

が
認

め
ら

れ
る
。

弔

○
型
表

記

今

日
と
11

×
中

沖

(
教

70
)

こ
れ

へ
ー

上
上

×

(
教

78

)

舟

へ
ー

×
中

×

(
教

19
)

何

か
11

中
上

×

(
教

63

)

へ
だ
て

か
11
上

中

x

沖

(
教

34
)

そ

れ
ぞ
脆

上
中

沖

(
教

77

)

君
も

ー
中

中

沖

(教

39
)

数

に
も
11

中
上

中

沖

(
教

燭

)

言

ふ
と
11
上

上

沖

(
教

5
〉

見
ん

と
11

×
中

×

(
教

63
)

有

る
ぞ
11

x
中

×

(教

75
)
④

例

外
的

な
従
属

式
●

型
表
記

何
事

そ

や
11

×

×
中

上
中

×

(
教

78

)

い

つ
ぞ
や

11
中
上

中

X

(
教

90

)

と

も
か
う

も
11

中
上

中

×

×

(
教

73

)

③

格

助
詞

ノ

の
類

ー
も

と
も

と
、
①

類

助
詞

に
準
ず

べ
き
も

の

で
あ

る

が
、
例

え
ば

、

翁

ノ
類

(
一
拍
語

三
類

)
の
・
○

型
、

ヂ

類

(編

語
)
の

●
●

○

(
㏄
●

●
●

)
型

、
甥

ノ
類

(騙
四
)
の
○
●

○
型

、
ア
咲

類

(
把

臨
類
)
の
・

●
●

○

(
㏄
●
・

●
●

)
型
》

等

々

の
点

で
①

類
助

詞
と
異

る
。

駒

●
型

表
記

身

の
11

上
上

(
教

伽

)

筆

の
11
上

上
中

(教

90
)

都

の
11

上
上

上
中

(
教

76

)

権

の
11
中

上
中

(
教

慨
)

以

て

の
ー

中
中

上
巾

(教

伽

)

指
貫

の
ー

×
×
上
中

上

(
教

盟
)

④

従
属

式

○
型
表

記

北

の
ー
中

×
沖

(教

28

)

常

の
ー

×

中

沖

(
教

鵬
)

命

の
ー

上

×

×
沖

(
教

92
)

厳
み

ー

X
中

X

沖

(
教

35

)
圃

特

殊
型

の
例

田

の
11

上

沖

(
東

1
下

94

口
)

木

の
11

上

沖

(
東
1
上

22
口

)

家

の
11

上
中

沖

(
教

20
)

雲

の
11

上
上

沖

(
教

3
)

父

の
11
中

上

沖

(
教

39

)

今

日

の
ー

×
中

沖

(
教

66
)

女

の

11
上

上
中

沖

(
教

89
)

思

ひ

の
11

上
上

上
中

(
教

34

)

ロ

体
言

接
続

二
拍

(以
上
の

)
助

詞

④

係

助
詞

コ
ソ
や
副
助

詞

ダ

ニ

・
ノ

ミ
の
類
ー

●
○

型
。

下
降

調

の

あ

と

で
は
大

て

い
従
属

式

○
○
型

を

と
る

が
、
卓

立
式
・

○
型

の
表

記
も

一
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存
す

る
。

コ
ソ
に

は
卓

立
式

の
例

が
め
だ

つ
様

で
あ

る
。

㈹

従
属

式
●

○
型

表
記

数

の
み
11

×
上
上

沖

え

こ
そ
11
上

上

ズ

(教

6
)

な

る

に

こ
そ
ー

×

×
上

,
沖

(
東

1
上

48

口
)

召
し

お
か
れ

ん
だ

に
ー

×

×
×

×
中

上
中

沖

(教

69
)

④

従
属

式
○

○
型

表
記

一
類

の
み
ー

上
上

×

×
沖

沖
(教

33
)

孕

つ
こ
そ
ー-
中

X
沖

施

(
教

69
)

そ
む
く

だ

に
11

コ
×
×
沖

沖

㈲

卓

立
式

●

○
型
表

記

納

受

こ
そ
ー

上
上

×
上

沖

(東

1
上

21
ロ
ム
脱
排
働
瀦
朧
)

あ

ら

ば

こ
そ
ー1

x
上

×
上

沖

(
東

1
上

囎
白

)

祈

ら
れ
け

る

こ
そ
ー

上
上

×
×

×
×

コ
×

(
東

4
下

77

シ
オ
リ

ロ
)

⑤

格

助
詞

ヨ
リ

や
副
助

詞

マ
デ

の
類
ー
低

接
式

○
○

型
。

国

よ

り
11
上

上

沖

沖

(
教

14
)

何
よ
り

11
中

上

沖

沖

(
教

93
)

鵯
ね

ま

で
ー

上
上

中

沖

沖

(
教

49
)

至

る
ま

で
ー

上
上
中

沖

沖
(教

33

)

事

よ

り
ー
中

X
沖

沖

(
教

期
)

三
度

ま

で
ー

中
上

×
沖
沖

(
教

70
)

⑥

副
助

詞

バ
力

リ

の
類
1

・
・

○
型
。

前
記
④

類

の
場
合

に
準

じ

卓

立
式

の
例

が
或

程
度

存
す

る
。

働

従

属
式

●
●

○
型

表
記

五
町
ば

か
り
ー

上
上

上
上

上
恥

(

東

1
上

62
指

)

④

従

属
式

○
○

○
型

表
記

い
か
ば

か
り
ー

上

×

沖
沖

沖

(
教

89

)
㈲

卓

立
式

●
●

○
型

表
記

彫

藤
ば

か
り
11

×
上

×
上

,
沖

(

東

5
上

97
ロ
)

・
御
対

面
ば

か
り
ー

上
中

上
中

×
上
中

沖

(
教

65

)

余

る
ば

か
り
ー

中

×

X
上
中

沖

(
教

96
)

⑦

副
助

詞
ナ

ン
ド

の
類
ー

○
・

○
型
。

前
記
⑥

類

の
場

合

と
異
り

、

従

属
式

は
常

に
○

○
○
型

を

と
る
。

働

従
属

式

○
○
○

型
表

記

妓
徳

な

ん
ど
11

上
上

中

沖

沖
沖

(

教

62

)

儀
式

な

ん
ど
ー

上
中

×

X
×

×

(
教

40
)

④

卓

立
式
○

●
○
表

記

師

高
な

ん

ど
ー
上

上
上

中

沖
中

ゆ

(

教

燭

)

恪
勤

者
な

ん
ど
ー

上
上

中

×

沖
中

絶

(
教

伽
)

洗
は

せ
な

ん

ど
11

上
上

コ
x

x

コ
×

(東

5
上

7
口
)

ハ

用
言

接
続

(用
言
に
の
み
続
く
と
い

う
意
味
。
以
下
同
様

)

一
拍

助
詞

⑧

終
助
詞

ナ

(
禁止

)
の
類
-

終
止

形

(
A

)
に
付
き

低
接

式

○
型
を

と

る
。ス

。

為
な
11

中

～

(尾

4
上

劉

c
強
下

ゲ

)

⑨

接
続

助

詞
テ

の
類
ー

連
用

形

(
E

)
に
付
き

、
従

属
式

・
型

を

と

る
。

下
降
調

の
あ

と

で
○
型

に
な

る

の
は
勿
論

と
し

て
、

ま

た
二
拍

二
類

動
詞

に
付

く
場
合

は
例

外
的

に
、
●

型

と
○
型

と

の
両
者

が
認

め
ら

れ
る
。

㈲

●
型
表

記

率

て
ー
上

中

(
教

24
)

見

て
ー

上

上

(尾

1

上

51
C
白

)

さ

て
ー

×
中

(
教

53

)

④

○
型
表

記

越

え
て
ー

中

×

沖

(
教

捌
)

続

い
て
ー
上

中

X
漣

(
教

34

)

削

っ
て
ー

上
上

中

沖

(
教

11

〉

参

っ
て
ー

×
中

中

沖

(教

73
)

㈲

二
拍

二
類
動

詞

に
付

い
た
例

生

き

て
ー

×
×
中

(
教

82
)

召
し

て
ー

×

×
上

(尾

1
上

40
b
白

)

も

っ
て
ー
中

中
上

(教

55

)

付

い
て
ー
中

上
中

(
教

6

)

出

で

て
11

×
上

沖

(
尾

3
上

堺

a
白

)

過
ぎ

て
ー

×

コ
ゆ

(尾

5
下

鰯
b

口
)

組

ん

で
ー

×
上

沖

(
東

6
下

10

白

)⑩

接
続

助
詞

バ

の
類

f

已
然
形

(
I

)
及

び
未
然

形

(
K

)
に
付

い

て
、
低

接
式

○
型

を
と

る
。

働

已

然
形
接

続

あ

れ
ば
ー

×
中

ゆ

(
教

53
)

参

ら

ね
ば
ー

X
中
上

中

沖

(
教

76

)

思

へ
ば
ー

中

×

×
沖

(教

89

)

'
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α⊃

未

然
形

接
続

死
な

ば
ー
上

コ
沖

(
尾

4
上

謝

a
口
)

候

ら
は

ば
ー
上

中
上

中

知

(
教

79

)

例

へ
ば
ー

中

×

×
沖

(
教

59

)

⑪

接
続
助
詞
デ
の
類
-

禾
然
形

(K
)
に
付
い
て
、
低
接
式
○
型

を

と

る
。
足

ら

で
ー

上
中

沖

(
教

96
)

あ

は

で
ー
中

上

沖

(教

89

)

ニ

用
言

接
続

二
拍

(
剛
上
)
助
詞

⑬

接

続
助

詞
ト

モ
の
類

ー

終
止

形

(
A

)
に
付

い
て
、
低

接
式

○
○

型
を

と

る
。

悔

ゆ
と
も

11

×

コ
×

×

(
東

5
上

27
口

〉

召

さ
ず

と
も
ー

x
中

X
×

X

(
教

81
)

⑬

接

続
助

詞

ツ

ツ
の
類

ー
連

用
形

(
E
)

に
付

い
て
、
低

接
式

○
○

型

に
な

る
。

恋

ひ

つ

つ
ー

×
中

沖
沖

(教

29
)

忍

び

つ
つ
11

上

コ
×
施

絶

(

尾

1
上

32
d

口
)

⑭

接
続

助

詞
ド

モ

の
類

ー

己
然
形

(
I
)

に
付

い
て
、
低

接
式

○
○

型

に
な
る
。

さ
れ

ど
も
11

×
中

X
×

(
教

33

)

言

へ
ど
も
11
中

×
×

×

(
教

24

)

進

め
ど
も

11
上

コ
ア

×
X

(
尾

4
上

蹴
b
上

音

)

注
崇

右
記
①
類
助
詞
の
例
に
お
い
て
、

「今
は
ー
中
上
中

(教
悩
)
」
と
あ
る
の
は
、
教
育

睾

大
学
蔵
譜
本
燭
頁
の
口
説
に

「今
は
」
の
如
き
表
記
が
存
す
る
事
を
示
す
。
本
稿
で
は
教
育
大

学
本

の
譜
記
例
を
中
心
と
す
る
が
、
こ
の
資
料
で
は
口
説
の
例
を
専
ら
と
り
上
げ
た
故
、
そ
の

頁
数

の
み
を
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
、

(尾
5
下
蹴
b
白
)
と
あ
る
の
は
、
尾
崎

家
本
平
家
正
節
巻
5
下
蹴
頁
の
白
声
に
そ
の
表
記
例
が
あ
る
事
を
示
す
。
そ
の
頁
数
は
大
学
堂

書
店
か
ら
の
複
製
刊
本
に
よ
る
が
、
こ
の
本
の

一
頁
に
は
原
本
の
四
頁
分
が
収
め
ら
れ
る
故
、

こ
こ
で
は
そ
の
順
序
を
示
す
為
、
右
上

・
左
上

・
右
下

・
左
下
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ

a
・
b

・

C

.
d
と
記
し
た
。

「教
」

(教
育
大
学
本
)
や

「白
」

(白
声
)
そ
の
他

の
略
称
に
つ
い
て

は
前
記
第

一
ー

一
項
を
参
照
の
事
。

崇

本
稿
の
場
合

「用
言
」
と
は
、
主
に
動
詞
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
複
雑
化
を
避
け
る

為
の
便
宜
的
処
置
で
あ
る
。

楽

例
え
ば
③
類
の
助
詞
を

(
ノ
の
類
》
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、
ノ
と
同
じ
性
格

の
助
詞
が

他
に
も
あ
る
と
い
う
事
を
、
必
ず
し
も
意
味
し
な

い
。

こ
こ
で
は
、
先
ず
付
属
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
類
型
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
故
に

(類
》
と
し
た
だ
け
の
話
で
あ
る
。

ヤ
マ

崇

一
拍
名
詞
三
類

(山
類

)
・
二
拍
動
詞

一
類

(置
ク
類

)
等
、
自
立
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

分
類
に
つ
い
て
は
す
べ
て
、

「国
語
学
辞
典
」
鰍
頁
の
場
合
に
準
ず
る
。

ヤ
マ

楽

な
お
、
本
稿
で

「山
ノ
類
」
と
称
す
る
の
は
、

「
二
拍
名
詞
山
類
+
助
詞
ノ
の
形
」
の

意
昧
で
あ
る
。
そ
の
他
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

三
-

闘

助
詞
ア
ク
セ
ン
ト
略
説

以

上
、
平

曲
譜

本

に
反
映

し

た
助
詞

の
ア

ク

セ

ン
ト
を

具
体

例

に
よ
り

示
し

て
き

た
。

以
下

こ

の
問

題

に
関

す

る
若
干

の
考

察
を

試

み
た

い
。

そ

こ
に
は

い
ろ
ん
な

検
討

が
必

要

で
あ

る

が
、
さ

し
当

り
本

稿

で
は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
ア

ク

セ

ン
ト
型

の
成

立
出
自

関
係

と

い
う

様

な
面

に
重

き
を

お

い

た
。

こ

の
場

合

、

「
中

世
初

期
」

と

の
比

較
を

し

ば
し

ば
試

み
た

が
、

こ

れ
は

、
そ

れ
以
前

の
付

属
語

ア
ク

セ

ン
ト

が
必
ず

し

も

明
ら

か
で
な

い
と

い
う
様

な
事

情

に
よ

る
。

或

は
、

こ

の

「
中
世

初
期

」
を

一
々
、

「中

古

～

ー
中

世
初
期

」

の
如
く

言

い
直
す

べ
き

だ

っ
た
か
も

し

れ
な

い
。

①
類

ー
助

詞

ガ

・
デ

な
ど

の
ア

ク

セ

ン
ト

は
、
中

世
期

あ

た
り
か

ら
現

代

京
都

語
ま

で
を

通
じ

て
大
差

が
な

い
。

「
ひ
そ

か
に
ー

平
上
平

上

」

(

倶

)
な

ど

の
卓
立
式

は
時

代

が
降

る
に

つ
れ

て
少
く

な

る
が
、
特

に
、
古

一93「



今
訓

点
抄

や
四

座
講

式
あ

た
り

で

は
か
な

り
衰
退

し
て

い
た
模
様

で
あ
る
。

こ

の
卓

立
式

の
衰

退
傾

向

は
、
①

類

助
詞

の
場
合

に
限

ら
ず

極

あ
て

一
般

的
な

現
象

で
あ

る

が
、
以

下

の
記
述

で

は
、
必
ず

し
も

こ
れ
に

ふ
れ
な

い

場
合

が
あ

る
。

一
方

、
平
曲

譜
本

の
例

外
的

な
低

接
式

は

、
現
代
京

都
語

の
例

外
現

象

「
上

に
ー

・
●

○

、
今

日

は
ー

○

・
○
」

な

ど
と
関
係

す

る

の
か
。
平
曲

譜
本

の
例

外

型
は

、
他

の
助

詞

に
下
接
す

る
場

合
や

用
言
接

続

の
場
合

が

め
だ

つ
様

で
あ

る

が
、

こ
れ
も
現

代
京

都
語

の
傾
向

性

に
似

て

い
る
。

勿

論

、
現

代
語

で
は

、

「
取

る

の
を

ー
○

・
○

○
」
な

ど
、

準
体

助
詞

ノ
を

介

し

て
用
言

に
連

る
わ

け

で
あ

る
が
、

や
は

り
○
型

で
あ

る
。

尚
、

①
類

助
詞

の
低

接
式

が
、

他

の
助
詞

に
下
接

す

る
場
合

や
用

言
接

続

形

に
著
し

い
と

い
う

事

は
、
何

ら

か

の
意

味

で
そ

の
語

性

・
職
能

に
関

係

し

そ
う

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
或

面

で
は
そ

れ
ぞ

れ
、
係

助

詞
的
性

格

や

接
続

助
詞
的

性
格

に
通

ず

る
も

の
が

認

め
ら
れ

そ
う

な

の
で
あ

る
。

例

え

ば
、

承
接

順
序

に
お

い
て
格
助

詞
よ

り
下
位

に
た

つ
係

助
詞

が
、

一
般

に

低
接
式

を

と
り

易

い
事
な

ど
詳

述
す

る
ま

で
も

な
か

ろ
う

。

②

類
-

助
詞

ト

(
朋

)

・
へ
な

ど

の
低

接
式

は
現
代

京
都

語
も

同
様

で

あ

る
が
、

中
世

期
以

前

に
お

い
て

は
或
程
度

の
変

化

が
予
想

さ

れ
る
。

例

え

ば

『
四
座
講

式

の
研
究

」

粥
頁

で
は
、

ト

・
力

・
ゾ

(古
く
は

清
音
形
)
が

す

べ

て
○
型
助

詞

に
な

っ
て

い
る

が
、

多

少
問

題
も
あ

る
。

古

い
例

で

は
平

声
表

記

が
多

い
事
勿

論

で
あ

る
が

、
し

か
し
、

「
～
と
及
く

11
上

上

平
」

(観

僧
中

52
)

・

「
あ

る
と
ー

×
×
上
」

(抄

序

)

・

「誰

か
ー

上

上

上
」

(
前
雄

)

・

「
血

ま

ぬ

か
ー

上

上
上

上
」

(
抄

剛
)

・

「
事

そ
11

平

平
上
」

(前

継
)

・

「
い
か

に
そ
ー

上
平

上
上
」

(高

5
ウ

)

の
如

き

上

声
表
記

も

或
程
度

存

す

る
。

そ
う

言

え

ば
、
同
書

柳
頁

で
は
、
②

類

の
ト
を

①
類

の
ト

と
別

語

源
と

し

て

い
る
が

、
む
し

ろ
、

こ
れ

ら
を

同

一
語

源
と
見

な
し

、

《
②

類

の
ト

は
普

通

、
動

詞

の
終
止
形

(
A
)
等

に
準
ず

る
切
れ

め
を

、
そ

の
直
前

に

予
想

す

べ
き

も

の
故

、
逸

早
く

低
下
傾

向

を
示

し

た
》

と
考
え

た

い
。

ま

た
、
係

助
詞

力

・
ソ

に

つ
い
て
も

そ
れ
ぞ

れ
、

●
型

の
指

示
詞

「
彼
」

「

其

」

と
同

一
語
源

の
如
く

見

る
説

が
有

力

で
あ

る
。

尤
も

力

の
場
合

、
現

代

京
都

語

で
も
、

「
海

か
11
○

○
●

」
の
如

き
発

音

が
し

ば
し

ば
聞

か
れ
る

が
、

そ

こ
に
は

ア
ク

セ

ン
ト

以
外

の
旋
律

的
要

素

が
含

ま
れ

て

い
そ
う

で

あ

る
。

力

の
上
声

表
記
古

例

に

つ

い
て
も

、

そ

の
辺

の
事

情
を

或

程
度

考

え
合

わ

せ
る

べ
き

か
。

モ
は
、

も
と
も

と

0
型

だ

っ
た

と
言

わ
れ

る

が
、
中

世
初

期
頃

に
お

い

て

は
既

に
、

「木

芽
も

11
平

平
平

上
」
う

(
寂

9

)

の
如

き
低
平

調

接
続
例

を
除

い
て
、
概

ね
○

型
だ

っ
た
様

で
あ

る
。

而
し

て
、

そ

の
例

外

的
な
○

○
●

型
も

、
南
北

朝
頃

以
降

は
●

○
○

型

に
な

っ
て

い
た

は
ず

で
あ

る
。

へ
の
○

型
も

現
代
京

都
語

と
同

様

で
あ

る
。

そ

の
古

い
姿

は
未

詳

で
あ

る

が
、

「
こ
し

へ
ー

平
平
上

」

(
抄

30

)
な

ど

の
例

か
ら
す

れ
ば

、
係

助

へ

詞

モ

に
準

ず

る
性
格

だ

っ
た

の
か
。
名

詞

「
辺
」

と

同

一
語

源
な

ら
●

型

出

自

と

い
う
事

に
な

る

が
、
何

れ

に
し

て
も

低

下
現
象

が
起

っ
た
事

に
変

り

は
な

い
。

平
曲
譜

本

に

お

い
て
、
②

類

助
詞

が
従
属

式
を

と

る
と

い
う

例

外
形
は

、

他

の
助
詞
を

下
接

さ

せ
る
場

合

に
著
し

い
わ
け

で
あ

る

が
、

こ
れ
は
、

前

記

①
類

の
例

外
現
象

を
裏

返

し

に
し
た

傾
向
性

と
言

え
よ
う

か
。

③

類
-

助

詞

ノ

の
ア

ク

セ

ン
ト

が
、
種

々
の
面

で
①

類

の
従
属

式

助
詞

と
異

る

の
は
、
畢
寛

、

《
助
詞

ノ

の
接
尾

辞
的

性
格

の
故

に
、

ノ
を
含

む

文
節
全

体

が
、
単

語

の
場
合

に
準
じ

て
伝

統
的

型
式
を

保

と
う

と
し

た
》



結

果

と
考

え
ら

れ
る
。

現
代
京

都
語

の
ノ
は
概

ね
、

そ

の
様

な
伝

統
的

絆
を

断
ち

切

っ
て

い
る

為

、
従

属
式

に
近

い
性
格

で
あ

る
。

「
取

る

の
は
11

○
●

○
○
」

等
用

言

接

続
形

に
限

り
、
徹

底
し

た
低

接
式
を

と

る
が
、
こ
れ

は

《
用

言
接

続
形

で

は
低

接
式

に
な

り
易

い
》
と

い
う
前

記
(①
類
の
項
)
傾

向
性

を
端

的

に
示
す

訳

で

あ

る
。
平
曲

譜
本

に
お
け

る
例
外
型

と

し

て
、
先
ず

山

ノ
類

の
・

●
○

型

は
、

そ

の
中

世
初

期

ア
ク

セ

ン
ト

○
○

○
型

か
ら

の
規
則

的
変

化
型

と
見
ら

れ

る

が
、

こ

の
場

合
、

《
単
語

雌
類

が
す

べ
て
○
○
↓

・
○

の
変
化

を
起

し

て
川
類

と
合
併

し

た

の
に
、
山

ノ
類

が
、
そ

れ
と
関

係
な

く
伝
統

的

な
●

・

○
型

を
保

っ
た
》

の
は
や

は
り
、
文

節
山

ノ
類

が
単
語

に
準
ず

る

性
格

を
有

し

て

い
た
為

と
考

え
ら

れ
る
。
唯

、
平
曲
譜

本

に

お
け

る
山

ノ
類

の

ア
ク

セ

ン
ト

と
し

て
、
●

・

○
型
の
他
●

・
●

型

が
多

数

存
す

る
点

、
や

や
問

題

で
あ

る

が
、

つ
ま

り
は

、
後

続
語

と

の
複
合

に
よ

る
平

板
化

現
象

と
見

る

べ
き

か
。
助

詞
ノ

の
非
独

立
性

は
更

に
、

ノ
の
付

い
た
文

節
全

体

の
性
格

に
も
影

響
し

て
、

語

と
語
の
複

合

(例
え
ば
、

「月
ー
・
○

「月
影
ー
・
●
○
○
」
」
(払
磁
踊
妃
呂
)

に
も
準
ず

べ
き

平
板

化
現

象
を

起
し

た
と
見

ら

れ
る

の
で
あ

る
。

な

お
、

現
代
京

都
語

で
は
、

山
ノ
類

・
川

ノ
類

と
も

に
●

・
●

型

(
●●

な○
樫
で
)
が
著
し

い
が
、
平
曲

譜
本

で
は
川

ノ
類

が
す

べ
て
●
○

○
型
を

と

り

、
山

ノ
類

と
峻
別

さ

れ
て

い
る
点
、

注
目
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

三
拍

名
詞

頭
類

の
●
●

○
型

と
関
係

な
く

、
頭

ノ
類

が
●
●

●
○

(
㎝

●

●
●

●

)
型
を

と
る
事

に

つ
い
て
も
、

山
ノ
類

の
場
合

と

ほ
ぼ
同
様

の

事

が
言
え

そ
う

で
あ

る
。

更

に

は
、

手

ノ
類

の
●

○
型
も

、
そ

の
中

世
初
期

ア

ク

セ

ン
ト
○

○
型

か
ら

の
規

則
的

変
化

型

と
見

な

さ
れ
る

が
、

こ
れ

も
や

は
り

、

《
手

ガ

・

手

ヲ

の
類

が
何

れ
も

○
●

型
を

と
る

の
に
、

そ
れ

ら
低

起
型

の
影
響

を
う

け
ず

、

伝
統
的

な
・

○
型

を
保

っ
て

い
る
》

点
、

見
逃

せ
ま

い
。
手

ノ
と

い
う

文
節

全
体

が
単

語

に
準
ず

る
性
格

を
も

っ
て

い
た
為

で
あ

ろ
う

。

現

代
京

都

語

の
場
合

、
文
節
手

ノ
類
は

、
手

ガ

・
手

ヲ
等

へ
の
類
推

的
体
系

性

に
よ

り
伝

統
的

な
絆

を
断
ち

切

っ
て

い
る
為
、

○
●

型
を

と

る
が

、

「

絵

の
具

・
火

の
粉

・
木

の
子

(
茸

)
」

の
様

な
複

合

語
形

で
は

、
伝
統

的

な
●
○

型

が
或
程
度

認

め
ら

れ
る
。

一
方

、
笠

類

(二
拍
語

四
類

)
に
お

い
て
は
、
ガ

・
デ
等
①

類

の
助
詞

が
何

れ
も

高
く
付

く

の

に
対

し
、

ノ

だ
け
が
低

く
付

く
点

、
現

代
京

都
語

と
異

る

が

こ
れ
も
結

局
、
《
笠

ノ
と

い
う

文
節

が
単

語
的

な
性

格
を
有

し

て

い
た
為

、

笠

ガ

・
笠

二
な

ど

の
○
●
●

型
と
関

係
な

く

、
伝
統

的
な

○
・

○
型

を
保

ゴ
ン

O

っ
た
》
も

の
と
見
な

さ
れ

る
。

な

お
、

「
権

の
ー
中

上
中

」

の
如
き

漢
語

形

に
限

り
、
例

外
的

に
○
・

・
型

が
存
す

る

が
、

こ
れ

も
四
座

講
式

時
代

の
姿

と

一
致
す

る
。

現
代
京

都
語

の
場

合
、

笠

ノ
類

は
、

笠

ガ

・
笠

二
の
類

へ
の
類

推

に
よ

り

、
完
全

に
○
●
●

(
㎝
00
)
型

と
な

っ
て

い
る

が
、

「
数

の
子

・
後

の
祭

り
」
等
複

合
度

の
強

い
語

形

で
は
、
若

干
○

●
○

型

が
認

め
ら

れ
る
。

④
類

=
助

詞

コ
ソ
や

ダ

ニ
の
●
○

型
も

、
か

な
り
古

く

か
ら

の
伝
統

型

と
見

ら
れ

る
。

例

え
ば

「
四
座
講

式

の
研
究

』

姐
頁

で
も

、

ノ
ミ
は
●

○

型

に
な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

た

だ
し
、

「
ま

く

の
み
11

上
上
平

上

」

(

高

47
ウ

)

・

「
う

き

め
の

み
ー

×
上

平
平

平
」

(
寂

鶴

)
等

の
例

か
ら
す

れ
ば

、
四
座

講
式

頃
以

前

に
お

い
て
或
変

化
を

想
定
す

べ
き

か
も
し

れ
な

い
。

そ

の
語
源

に

つ

い
て
も

、

「
之

身

(鮪
郵
)
」

と
見

る
様
な

説

が
存
す

る
。



コ
ソ
や

ダ

ニ
は
同
書

で
は
示

さ
れ

て

い
な

い
が
、
岩
崎
家

本
皇

極

紀

の

例

「
霜
和

こ
そ
ー

上

上
平

上
平
」

「
米

だ

に
ー
平
平

上
平

」
な

ど
か

ら
し

て
、
古

く

か
ら
●

○
型

だ

っ
た

と
考
え

ら
れ

る
。

そ
う

言
え

ば
ダ

ニ
は

、

そ

の
語

源

を
副

詞

「
タ
ダ

ニ
」
(煙
ザ
燃
ろ○
狛
型
)
と
見

た
場

合
、

●
○

(
伽
θ
)

型
出

自

だ

っ
た
可
能

性

が
大
き

い
。

こ
れ

に
対

し

コ
ソ
は
、

そ

の
語
源
を

指

示
詞

「
此

+
其

」
と

見
た
場

合

、
む
し

ろ
●

・
型

出
自

だ

っ
た
事

に
な

る
。な

お
、

平
曲
譜

本

に
お

け
る
卓

立
式

表
記

は
、

ダ

ニ
や
ノ

ミ
よ
り

も

コ

ソ

に
著
し

い
様

で
あ

る

が
、

こ
れ
は

、
或
意

味

で
プ

ロ
ミ
ネ

ン
ス
等

に
も

通
じ

る

コ
ソ

の
強
調

的
機
能

を
反

映
す

る

の
か
。

現
代
京

都
語

の
場

合
、

ダ

ニ
や

ノ
ミ

は
殆

ん

ど
用

い
な

い
が

、

コ
ソ

の
ア
ク

セ

ン
ト

は
ほ

ぼ
平
曲

譜

本

の
そ

れ

に
準
ず

る
。

⑤

類
-

助
詞

マ
デ

は
も

と
も

と
○
・

型

だ

っ
た
ら
し

い
が

、
中
世

期

に

は

、

「
今

ま

で
ー

平

上
平

上
」

(
観
僧

中

1
)

の
様

な
卓

立
式

か

ら
、

「

刈

る
ま

で
ー
上

上
平

平
」

(
抄

禍

)
の
如
き

従
属

式

へ
、
漸
次

変
化

し

て

行

っ
た
様

で
あ

る
。

こ
れ

に
対
し

、

ヨ
リ

は
も

と
も
と

e
○
型

だ

っ
た
ら

し

い
が
、

「
尻

よ

り

口
よ

り
11
平

平
上

孕
上

上
平
平

二

(
観
僧

中

師
)

の
如
き
並

存

状
態

(

●
拍
の
後
で
は
○
○
型
が
多
く
、

○
拍
の
後
で
は
・
○
型
が
多

い

)
を
経

て
、

漸
次
○

○
型

に
落

ち
着

い
て
行

っ
た

模
様

で
あ

る
。

四
座

講
式

で
も

文

明
本
以

下

の
諸

本

で
は
○

○
型

が
著

し

レ
と

レ
・つ

現
代
京

都
語

を
見

て

も
、

マ
デ

は
概

ね
○
○

型

で
あ

る

が
、

ヨ
リ
は

○

○

型

の
他

、

・
○
型

の
発

音

も
時

に
認

め
ら

れ
る
。

平
曲

時
代

に
お

い
て

も

、
事

情

は

ほ
ぼ
同
様

だ

っ
た

の
か
。

・

⑥

類

ー

助
詞

バ

力
リ
は
古

く

か
ら

●
●

○
型

を
原

則

と
し

た
様

で
あ

る

が
、

一
方

、

「
い
く

ば
く

ば

か
り
11

平
上

上
上

平
上

平
」

(
観

僧
下

血

)

.

「
見

ゆ
ば

か
り
ー

平
平

平
上

平
」

(
抄

詔

)

の
如

き
表
記

例

も
若
干

認

め
ら
れ

る
。

現
代

の
京
都

語

で
も
、

程
度

の
意

の

バ
力
リ

は
概

ね
●

○
○

(
↑
●
・

○

)
型
を

と

る
が
、

限
定

の
意

で
は

○
●

○
型

も

か
な

り

認
め

ら

れ
る
。

バ

ッ
力

リ
な

ど
強
調

形

の
影
響
も

或

程
度
考

え

ら
れ

そ
う

で
あ

る

が
、
そ

れ
は
そ

れ

と
し

て
、

一
お
う
古

文
献

の
例

外

型
○
・

○
を

思

い

合

わ
さ

し
め

る
。

或

は
、

平
曲

譜
本

当
時

も

同
様

の
状
態

だ

っ
た

の
か
。

な

お
、

バ

力
リ

の
語
源

が
二
類

動

詞

「
量

ル
」

の
名

詞

形

で
あ

る
な

ら

ば

、
○
○

○
型

出
自

だ

っ
た
事

に
な

る
が
、

そ

の
様
な

表
記

例

は
、

「
影

ば
か

り
11

平
上

平
平

平
」

(
抄

脳

)
の
如
き

が
僅

か

に
認

め
ら

れ
る

の

み

で彩

戦

藷

議
繕

(野

書

て
も
○
●
○
型

出

自
と
考

え

ら
れ

る
。

現
代

京
都

語

で
は
そ

の
変

化
形

ナ
ド

を
余

り
用

い

な

い
が
、
敢

え

て
発
音
す

れ

ば
○
e

型

と
な

り
、
○

・

○
型

か
ら

の
伝
統

性

を
思

わ

せ
る
も

の
が
あ

る
。

⑧
類

ー
禁

止

の
ナ
は
古

く

か
ら
概

ね
、

「
出

つ
な
11

平

上
平

」
(
抄

鯉

)

の
如
き

低
接

式
○

型
だ

っ
た
ら

し

い
が
、

こ
れ
は
、
意

味

の
面

か
ら
考

え

て
、
動

詞

の
命

令

形
が
常

に
低

く
終

る
事

な
ど

と
も
関

係

し
そ
う

で
あ

る
。

⑨
類

「
接

続
助

詞
テ

は
、
も

と
も

と
完

了
辞

「
ツ
」

の
連
用

形

(
E

)

と
し

て
0

型
出
自

だ

っ
た
ら

し

い
。

而
し

て

こ
れ

は
、

か
な
り

早

い
時

期

に
概

ね
θ
↓

●

の
変
化

を
起

し
た

が
、
時

代

が
降

る

に

つ
れ
○

型

の
例

も

漸
次

増
加

し

て
き
た

と

い
う

わ
け

で
あ

る
。

例

え

ば
平
曲
譜

本

で
は
、

取
リ

テ
類

や
受

ヶ
テ
類

に
関

し
○

●
●

～
○

・
○

の

ユ
レ
が
注
目

さ
れ

る
が
、

こ
れ

は
訓
点

抄
あ

た
り

か

ら
既

に
認

め

ら

れ

た
所
。

更

に
、

「
給

ひ
て
11
平

平
上

上
」

(
前
仁

)

・

「
思

ひ

て
ー

う96一



平

平
上

孕
」
(
前

仁
)
等

、
動

キ
テ

類
や
覚

エ
テ
類

に
お
け

る

ユ
レ
は
、
書

紀
古

写
本

あ

た
り

か
ら

見
ら

れ

る
が
、

こ
れ

ら

の
場

合

は
、
何

れ

に
し

て

も

平
曲
譜

本
当

時

●
○
○

○

型

に
落

ち
着

い
て

い
る
故

、

問
題

が
な

い
。

一
方
来

テ

・
見

テ

の
類

は

、
平
曲

譜
本

で
は
ま

だ
・
・

型
を

と
る

が
、

そ

の
後
・

●

～
●

○

の

ユ
レ
を
起
し

、

現
代

に
至

っ
て

い
る
。

⑩

類
ー

接

続
助

詞

バ
も
古

く
か

ら
大
体

、

「
着

せ
ば
ー
上

上
平

」

(前

雄

)

の
様
な
低

接

式
○

型
だ

っ
た

ら
し

い
。

現

代
京
都

語

で
は
取

レ
バ

の

如

き
形

を
余

り
使

わ
な

い
が

、
も
し

用

い
れ
ば

や
は

り
○
●

○
型

を
と

る
。

た

だ
、
そ

の
出

自
と

見
ら

れ
る
係

助

詞

ハ
は
●
型

の
は
ず

で
あ

り
、

未

然

形

(

)
接
続

の
バ
が
○
型

に
な

る

の
は
や

や
問

題

で
あ

る
。

前

記

《
体

言

に
付

い
て
従
属

式

を
と

る
助

詞
も
用

言
接
続

形

で
は
低

接
式

を

と
り
易

い
》

と

い
う

傾
向

性
等

を
考

え
合

わ
す

べ
き

か
。

「
留

め

て
ば
」

(
寂

46
)

・

「
ご
と
な

ら
ば

」

(寂

82
)
な

ど
、
未

然
形
接

続

の

バ
が
上

声

表
記

を

と

っ
た
例

は

そ

の
古

い
姿

と

も
見
な

さ
れ

る
。

⑪

類
ー

否
定

の
助
詞

デ
も
古

く

か
ら
大

て

い
、

「寝

で
ー

上
平

」

(
寂

鵬
)

の
如
き
低

接

式
○

型
だ

っ
た
様

で
あ

る

が
、
そ

の
語

源
^
(
ズ

+
テ
)

な

ど

か
ち
す

る
と

、
○

型

㏄
○
●
型

(

)

の
如
き

出
自

か

も

し

れ
な

い
。

⑫
類
ー

接

続
助

詞
ト

モ
の
低

接
式

○
○

型
も

か
な
り

古
く

か
ら

同
様

だ

っ
た

ろ
う

。

そ

の
語
源

は
②
類

の
助

詞
ト

+

モ
の
形

と
考
え

ら

れ
る

が
、

動

詞

の
A
形

に
付

く
点
等

か

ら
し

て
も
、

そ

の
低

下
傾
向

は

一
層

著
し

か

っ
た

は
ず

な

の
で
あ
る
。

⑬

類
「

接
続

助

詞

ツ

ツ
の
ア
ク

セ

ン
ト

は
、

そ

の
語

源

(完

了
辞

ツ
の

重

複

)
か
ら

み

て
、
も

と
は
O
e

の
如
き

型
だ

っ
た

と
思
わ

れ
る
。

こ
の

型
は
指

定
辞

ナ

リ

の
終
止
形

な

ど
に
も

認

め
ら
れ

る
も

の
で
あ
る

が
、

そ

概
ね
高
音

で
終
る
形

デ
の
前
に
零
表
記
の

ン
を
想
定
し
た
場
合

う

言
え

ば

ツ

ツ
の
ア
ク

セ

ン
ト

表
記

古
例

も
、

「
転

ひ

つ

つ
ー
上

平
上

上
」

(
前
仁

)

・

「
し

つ
つ
ー

上
平

平
」

(
抄

脚

)

・

「待

た
れ

つ
つ
ー

平
平

上

平
上

」

(
抄

襯
)

の
如

く

、
か
な

り
複
雑

で
あ

り
、
ナ

リ

の
ア
ク

セ

ン

ト

(
『
四
座

講

式

の
研
究
」

鰯
頁

)
を

思

い
合
わ

さ
し

め

る
も

の
が
あ

る
の

更

に
、
そ

れ
が
平
曲

譜
本

頃

ま

で
の
間

に
低
接

式

化
し

た
点

も
や

は
り

、

ナ

リ

の
場
合

と
同
様

で
あ

る
。

現
代

で

は

ツ
ツ
を
殆

ん

ど
用

い
な

い
が
、

敢

え

て
発
音

し

て
み
る

と

一
お
う

低

接
式

に
な

る
。

⑭

類
ー

接

続
助

詞
ド

モ

の
ア
ク

セ

ン
ト

も
相

当
古

く

か
ら

、

「
隠

せ

ど

も

ー
平

平
上

平
平
」

(抄

脳
)

の
如

き
低

接
式

○

○
型

だ

っ
た
ら
し

い
。

尤

も

、
ド

モ

の
付

く
己
然

形

(
I

)
は
常

に
低

く

終
る

は
ず
故

、
右

の
事

実

か

ら
直
ち

に
○

○
型

出
自

と
見

る
事

は

で
き

な

い
。

そ

の
語

源

か
ら
し

て
、

一
お
う
⑫

類

の
ト

モ

に
準
ず

る
性
格

と
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

四

助
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

助
動

詞

に

つ
い
て
は

紙
数

の

つ
こ
う

上

、
主

要
語

ア

ク

セ

ン
ト

に
関
す

る
考
察

の
結
果

だ
け

を
略

記
す

る
事

と

し
、

そ

の
考

察
手

順
や

具
体

的
な

資

料
な

ど

は
す

べ
て
別

の
機
会

に
譲

る
。

な

お
、
助

動
詞

ア
ク

セ

ン
ト

の
分

類
手

続
き

そ

の
他

は
、
概

ね
前

記
助

詞

の
そ
れ

に
準
ず

る
。
助

動
詞

の
場

合

は
、
特

に
活

用
形

の
問
題

が
難

し

い
が
、

こ

こ
で
は
終
止

形

(
A

)
を
中

心

と
し
、

そ

の
他

の
活
用

形
を

も

あ

わ

せ
考

え

る
事

と
し

た
。

ア
ク

セ

ン
ト

か
ら

見
た
助

動

詞

の
活

用

形
分

類

A
形

～
M
形

に

つ
い
て
は
、
す

べ
て
動
詞

の
場
合

)
に
準
ず

る
。

少
く

と
も
⑦

類
や

⑱
類

の
助

動
詞

に

つ
い
て
は
、

ど
う

し

て
も

こ

の
様

な

立

場

が
必
要

な
わ

け

で
あ

る
。.

、下
記
第

っ六
項



④

体

言
接

続
助

動
詞

①

指
定

法
ナ

リ

・
タ
リ

の
類
=

低

接
式
○

○

型
。

た
だ
し

、

ベ
シ

・

マ
ホ
シ
な

ど
を
下

接
さ

せ

る
場
合

は
、

例
外
的

に
従

属
式

●
●

型
を

と
る
。

な
お

、
ナ

リ
が

用
言

(

)
に
も

下
接

し
得

る
点

で
タ

リ
と
異

る
事

な
ど

、
言
を

要
す

る
ま

い
。

切

用
言
接

続

一
拍
助

動

詞

②

過

去

・
完

了
法

キ

・
ツ

・
ヌ
の
類
-

連
用

形

(
E

)
に
付

い
て
低

接
式

○

(
㏄
○
○

)
型
を

と
る
。

た

だ
し

、

ベ
シ
な

ど
が
下

接
す

る
場
合

は
例

外
的

な
●

型
。

③

過

去
法

シ

の
類

-
連

用

形

(
F

)
に
付

い
て
従
属

式
●

①
●
)
型

を

と
る
。

④

完

了
法

リ

の
類
ー

己
然

形

(
I

)
に
付

い
て
低
接
式

○

型
を

と
る
。

⑤

否

定
法

ズ

の
類
「

未
然

形

(
K

)
に
付

い
て
低
接

式
○

型
を

と
る
。

⑥

未
来

法

ム
や
否
定

法

ヌ

の
類
ー

未

然
形

(
」
)
に
付

い
て
従
属
式

・

型
を

と
る
。

⑦

使

役
法

ス
や
受
身

法

ル
の
類

ー
未

然
形

(
L
)

に
付

く
。
た

だ
し

、

そ

の
B

・
C

・
D

・
G

・
H

・
I

・
L

・
M
な

ど
諸

形
は
動

詞

の
未
然

形

(
M

)
に
付
く

と

も
見

な
さ

れ
る
。

ア

ク

セ

ン
ト
型

も
そ

の
活
用

形

に
よ

っ
て
異

る

が
、
原
則

的

に

は
下

二
段
活

用
動

詞

の
語

尾

に
準

ず

る
。

つ
ま

り
、

一

・
三
類

動

詞

に
付
く
時

は

概

ね
従

属
式

・
型

(

)

E
形

・
F
形

・
J

形

は
低
接

式
○

(%

)
型
。

二
類

動
詞

に
付

く
時

は
概

ね
低
接

式
○

(%

)
型

、

た
だ
し

、

B
形

・
C
形

・
H
形

.
M

形

は
従
属

式

・
型
。

⑧

未
来

否
定

法

ジ

の
類

「
未

然
形

(
」
)

に
付

い
て
低

接

式
○

型
を

と
る
。

終
止
形
又

は
連
体
形

た
だ
し
D
形
は
●
●

型
、
1
形
は
●
○
型

ハ

用
言

接
続

二
拍

(

)
助
動

詞

⑨

推

量
法

ラ

ム

の
類
-

終

止
形

(
A

)

に
付

い
て
低

接
式

○
○

型
を

と

る
。
⑩

推

量
法

ベ
シ

の
類
=

終
止
形

(
B
)

に
付
く
。

概

ね
低

接
式

○
○

型

で
あ

る

が
、

一
・
三
類

動
詞

に
付

く
時

は
従

属
式

の
例

も
あ

る
。

理
く

つ
か
ら

言
う

と
、

そ

の
文

節
全

体

が
ク
活

用
形

容

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト
に
準

ず

る
は
ず

で
あ

る

が
、
実

際

問
題

と
し

て
は

、

い
ろ

い
ろ
違

っ
た
点

が
認

め
ら
れ

る
。

尚
、

連
用

形

ベ
ク
は

む
し

ろ
動

詞

の
C
形

に
付
く

と

も
見

ら

れ
る

が
、
或

は
⑫

類

べ
力
リ

の
連

用
形

と
考

え
る

べ
き

か
。

⑪

未
来

否
定

辞

マ
ジ
の
類

「

終
止

形

(
B

)
に
付

く
。
原

則
的

に

は
、

そ

の
文

節
全

体

が

シ
ク
活
用

形
容

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト

に
準
ず

る
。
つ
ま
り

、

一

・
三

類

(

)
動

詞

に
付
く

時

は
大

て

い
従
属

式
。

二
類

動

詞

に
付

く
時

は
低

接
式

が
普
通

で
あ

る

が
、
連
体

形
等

で
は
従
属

式

の
例
も

あ

る
。

⑫

べ
力
リ

の
類
「

終
止

形

(
C

)
に
付

く
。

原
則

的

に
は
そ

の
文
節

全
体

が

力
リ
活

用
形
容

詞

の
ア

ク

セ

ン
ト

に
準
ず

る
。

つ
ま

り
、

一
・
三

類

(

)
動

詞

に
付

く
時

は
大

て

い
従
属

式
・

○
○

型
。

二
類

動
詞

に

付
く

時

は
概

ね
低
接

式

で
あ

る

が
、
若

干
例

外
も

あ

る
。

⑬

完

了
法

タ
リ

の
類
=

連

用
形

(
E

)
に
付

い
て
低
接

式
○

○
型

と

な

る
。

例

外

と
し

て
、

二
拍
二
類

動
詞

の
促

音
便

(

)
形

に
付

く

時

な
ど

、
●

○
型

に
変
容
す

る
事

も
あ

る
。

⑭

過
去
法

ケ
リ

・
過

去
推
量

法

ケ

ム
の
類
ー

連

用
形

(
E

)
に
付

い

て
・
○

型
を

と
る
。

下
降

調

の
あ

と

で
は
、

従
属

式
○

○
型

と
卓

立
式

●

○

型

と

の
両
者

が
見

ら

れ
る

が
、
卓

立
式

は

ケ
リ

に
著

し

い
様

で
あ

る
。

⑮

希

求
法

タ

シ

の
類
=

連

用
形

(
H

)

に
付

く
。

(
た
だ
し

、
連
用

形

タ

ク

は
動

詞

の
F
形

に
付
き

、
⑯
類

タ

力
リ

の

一
活

用
形

と
も
見

る

べ
き

及
び

一

拍
二
類

及
び

一

拍
二
類

以
上
の

稀
に
他
の

音
便
も



面

が
あ

る
。)
原

則
的

に
は

そ

の
文

節
全
体

が

ク
活

用
形
容

詞

の
ア
ク

セ

ン

ト

に
準
ず

る
。

つ
ま

り
、

一

二
二
類

(

)
動

詞
に
付

く
時

は
概

ね
従

属
式

・
○

(
○璽
60

)
型
。
二
類

動

詞
に
付

く
時

は
低

接
式
を

普
通

と
す

る

が

例
外

も
若
干

あ

る
。

⑯

タ

力
リ

類
=
連

用

形

(
F

)
に
付
く
。

原

則
的

に
は

そ

の
文

節
全

体

が
力

リ
活
用

形
容

詞

の
ア
ク

セ

ン
ト

に
準
ず

る
。

つ
ま
り

、

一
二

二
類

(
及
び
一

拍
二
類
)
動
詞

に
付

く
時

は
大

て

い
従

属
式

●
○

○
型
。

二
類
動

詞

に
付

く
時

は
概

ね
低

接
式

を

と
る

が
、
例
外

も
若

干
あ

る
。

⑰

否

定
法

ザ

リ

の
類
-

未

然
形

(
K
)
に
付

い
て
低
接

式
○

○
型

を

と

る
。
⑱

使

役
法

サ

ス
や
受
身

法

ラ

ル

の
類
=

未
然

形

(
M

)
に
付

く
。

一

・
三
類
動

詞

に
付
く

時

は
、

概
ね
下

二
段
活

用
動

詞

の
語
尾

に
準

じ

て
、

A
形

・
E
形

F
形

・
J
形

及
び

一

拍
二
類

B
形

・
C
形

・
H

形

K
形

・
L
形

・
M

形

の
如
き

従
属

式
を

と

る
。

二
類

動
詞

に
付

く
時

は
、

《

B
形

・
C
形

・
H

形

・
山
形

・
M
形

A

形

.
E

形

.
F

形

・
J
形

・
K
形

D
形
I
形

の
如
き

従
属

式

と
、
低

接

式

と

の
両

者

が
認

め
ら

れ
る
。

⑲

希

求
法

マ
ホ

シ
の
類
-

未
然

形

(
M

)
に
付
き

、
各

活

用
形

と
も

概

ね
従
属

式

に
な

る
。

原

則

的

に
は
、

そ

の
文

節
全
体

が

シ
ク

活
用
形

容

詞

の
ア

ク

セ

ン
ト

に
準
ず

る
。

五

結
び
1
付
属
謡
ア
ク
セ
ン
ト
型
式
の
伝
統
性

以
上

、
平
曲

譜
本

に
反
映

し

た
付
属

語
ア

ク

セ

ン
ト

に

つ
い
て
略

述
し

た
が
、

ご
く

巨
視

的

に
は
、

《
四
座
講

式
な

ど

の
そ
れ

と

の
間

に

か
な
り

厳

密
な
対

応

関
係

を
保

つ
て

い
る
》

と
言
え

よ
う
。

そ

こ
に
認

め

ら
れ

る

変

化
も

そ

の
多

く

は

、
付
属

語

ア
ク

セ
、ン
ト
自
体

の
変

化

と

い
う

よ

り
む

し

ろ
、
先

行
自

立
語

の
ア

ク

セ

ン
ト
変

化

に
ひ
き
ず

ら
れ

た
と

見
る

べ
き

場
合

が
多

い
。

こ

こ
で
敢

え
て
、

付
属

語

ア
ク

セ

ン
ト
変

化

の
現
象

を
う

か
が
う

な
ら

ば

、

一
お
う

、

《
ハ

卓
立

式

の
衰

退

、
㈲
従

属

式

の
低
接

式
化

》

の
二
面

か

ら
と

ら
え

ら
れ

よ
う

か
。

そ

の
㈲

に

つ

い
て
は
従
来

余

り
説

か

れ
な

か

っ
た
所

で
あ

る

が
、
付
属

語

ア
ク

セ

ン
ト
変

化

の

一
般
的

傾
向

と
し

て
興

味

深

い
。

助
詞

に

つ
い
て
言
え

ば
、
前

述

の
如
く

、
⑧

類

の
ナ
な

ど

、
.
一
お
う

低

接

式
出

自

と
見
ら

れ
る

も

の
も
あ

る
が

、
そ

の
多

く
は
何

ら

か

の
意

味

で

の
低

下
傾
向

が
認

め
ら

れ
そ
う

で
あ

る
。

勿
論

、

助
詞

ア
ク

セ

ン
ト

の
低

下
傾
向

と
言

っ
て
も
、

そ

の
様
相

は
、
例

え

ば
下
記

①

～
㎝

の
如
く

様

々

で
あ

る

が
、
と

も
あ

れ
注
目

す

べ
き
事

実

と
言
え

よ
う
。

①

②
類

モ
や
⑤
類

ヨ
リ

・
⑬

類

ツ

ツ
の
如
く

、

か
な
り

早
く

0
↓

○

の
変

化
を
起

し

た
ら
し

い
も

の

㎝

⑨
類

テ

の
如
く

、

0
↓
・

の
変

化
を

起
し

た
後

、
従
属

式

.
低

接

式

の
並
存

状
態

を
示
す

も

の

⑪

①

類

ガ

・
二
等

の
如

く

、
或
特

定
条

件

の
も

と

で
若

干
低

下
傾

向

を
示
す

も

の

αの

③

類

ノ

の
如

く
、

一
時
的

に
低

下
傾

向
を

起
し

た
も

の
、
等

々
。

助

動

詞

の
場

合
も

事
情

は

ほ
ぼ
同
様

で
あ

り

、
例

え
ば

、
②
類

の
ツ

・

ヌ
や
、
③

類

の

シ

・
①

類

の
ナ

リ
な

ど
何

れ
も

、
0

↓

○

の
変
化

が
想

定

さ

れ
る
。

.

更

に
言

・
な

ら

ば
、
●

・
○

・
↓

●
●

○
○

(
翼
を

・
勝

れ
り
等

)

の
如

き
卓

立

式

の
従
属

式
化

傾
向

も
、

或
意

味

で

の
低

下
現
象

と

見
ら

れ

ぬ
事

も

な

い
。



五
=

一

付
属
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
そ
の
語
性

最
後

に
、

《
付
属

語

ア
ク

セ

ン
ト

と

そ

の
語

性

・
職
能

と

の
関

係
》

に

つ
き

一
言
し

て

お

こ
う
。

①

例
え

ば
、
低

接
式

ア

ク

セ

ン
ト

の
付
属

語

は
、
前
述

の
如

く

一
般

に
、

《
承
接

順
序

に
お

い
て
下
位

に
た

つ
も

の
や
、

用
言

に
付
く

も

の
が

多

い
》

様

で
あ

る
が
、

こ
れ

は
或
意

味

に
お

い
て

、
そ

の
語
性
職

能
を

反

映
し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う

。

日
く

《
従
属

式

の
付
属

語

は
概
ね

、
低
接

式

の
も

の
よ
り

独
立

性

が
弱
く

、
接
尾

辞

に
近

い
性
格

を
も

つ
》

そ
う

言
え

ば
、

《
ス

・
ル

・
サ

ス

・
ラ

ル

・
タ

シ

・
マ
ホ

シ
の
如
き

接

尾

辞
的

な
助

動
詞

は
そ

れ
ぞ

れ
、
動

詞

の
L
形

・
M
形

・
H
形
な

ど

、
概

ね
語
尾

の
高

く
終

る
活

用
形

に
付

い
て
、
従
属

式

ア
ク

セ

ン
ト

と
な

る
》

が
、

こ
れ

は
当
然

、
承

接
順

序

に
お

い
て
上

位

に
た

つ
と

い
う

そ
れ

ら

の

語
性

と
関
係

す

る
。

そ
も

そ
も

、
承

接
順
序

に
お

い
て
上
位

に

た

つ
付

属

語

が
低
接
式

ア

ク

セ

ン
ト

を

と
る

と
、
そ

の
下
位

に
く

る
付

属
語

の
接

続

が
不

便

で
あ

る
故

、
ど
う

し

て
も
従

属
式

に
な

り
易

い
は
ず

で
あ

る
。

而

し

て
、
上
位

に
た

つ
付

属

語

に
接
尾
辞

的
性

格

が
著
し

い
事

な

ど
、
既

に

説

か
れ

て

い
る
所
な

の
で
あ

る
。

⑪

更

に
言
う

な
ら

ば
、

付
属
語

は

一
般

に
従
属
式
↓

低

接
式

の
傾

向

性

が
著

し

い
事
、
前

述

(縣
五
)
の
如

く

で
あ

る
が
、

こ
れ
も

或
程

度

、

《

文

末

(或
は
句
末
)
に

た
ち
易

い
と

い
う
付

属
語

の
語

性
》

が
反

映
し

て

い
る

の

で
あ

ろ
う

か
。

⑪

一
方

、
卓

立
式

に

つ

い
て
言
え

ば
、
同

じ
・

○
型

の
助
詞

で
も

、

コ
ソ

は
ノ

ミ
等
よ

り
卓

立
式

が
著

し

い
様

で
あ

る

が
、

こ
の
現
象

も

や
は

り
、
前

述

(第
三
ー

一

項
④
類

)
の
如

く
、

そ

の
職
能
的
意

味

・
語
性

と

い
う

よ
う

な
面

に
関
係

し

そ
う

で
あ

る
。

σの

ま

た
個
別

的
な

現
象

と
し

て
、
連
体

格
助

詞

ノ

の
ア
ク

セ

ン
ト

が
、

い
ろ

ん
な

点

で
①

類

の
従
属
式

と

異
る

の
も

、
そ

の
語
性

(
っ
ま
り
助
詞
ノ
の

接
尾
辞
的
性
格

)

の
反

映

と
見
な

さ
れ

る
事

、
前
述

(
第
三
-
一

項
③
類

)

の
通
り

で

あ

る
。

所

で
、

か
か

る

《
付

属
語

ア
ク

セ

ン
ト

と
そ

の
語

性

・
職
能

と

の
相
関

性
》

は
、
多

か

れ
少
な

か

れ
常

に
認

め
ら
れ

る
は
ず

で
あ

る

が
、

一
般
的

に
は

、
時
代

が
降
る

に

つ
れ
て
著

し
く

な

っ
て
く

る
様

で
あ

る
。
つ
ま
り

、

時

と
共

に
漸
次

、
各

付
属

語

固
有

の
ア

ク

セ

ン
ト

に
関
す

る
伝

統
性

が
失

わ
れ

、
語
性

・
職

能
そ

の
他

が
、
或

程
度

ア

ク

セ

ン
ト

型
を
制

約
す

る
様

に
な

っ
て
き

た

と
考
え

ら

れ
る
。

因

み

に
、
自

立
語

の
場
合

で
も

、
例

え
ば

、
現

代
京
都

語

に
お
け

る

《

「
サ
ン
ド

三
度

」

の
名

詞
的

ア
ク

セ

ン
占

●

○

型
(証
報
の
)
と
、
副

詞
的

ア
ク

セ

ン
ト

○
○

●
型

(三
度
行
く
)
と

の
対

立
》
な

ど
、
そ

の
語

性

・
職
能

が
ア

ク

セ

ン

ト
型

を
制

約
す

る
例

は
認

め
ら

れ
る

が
、
付
属

語

の
場
合

ほ
ど
著
し

く

は

な

い
。

そ

こ
で
は
、
伝

統
的

型
式

の
規

範
性

が
付
属

語

の
場
合

よ

り
著
し

い
様

で
あ

る
し

、
又

、
基
本

型

(
原
則
と
し
て
そ
の
語
の

拍
数
等
に
支
配
さ
れ
る
)
と

い
う

様
な

要
因

も
参

加
し

て
く

る
わ

け

で
あ

る
。

六
1
(付
)

動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
活
用
表

左

の
表

は
、

平
曲
譜

本

に
反
映

し

た
動
詞

の
ア

ク

セ

ン
ト

か
ら
し

て
、

そ

の
活

用
形

の
整

理
を

試
み

た
も

の
。

詳

細

に

つ
い
て
は

『
文
学

研
究
』

72
集

の
拙
稿

を
参

照
さ

れ
た

い
。



本
稿
は
昭
和
四
十
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る

『平
曲
譜
本
の
国
語
学
的
研
究
』

の
一
部
を
な
す
。


